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欄攣轡間撃攣
県内の取り組み；
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田
子
で
は
昨
年
、
町
と
農

協
、
商
工
会
ｌ
が
地
域
資
源
＆

全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
ん
だ
．
「
た
っ
こ
に

ん
に
く
」
で
地
域
の
加
工
・

流
通
・
雇
用
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
を
狙
い
に
、
新
商
品

開
発
と
総
合
戦
略
の
構
築
を

目
指
す
取
り
組
み
だ
．

地
域
の

た
れ
、
な
ん
ば
ん
味
噌
（
み

そ
）
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
味

噌
清
け
肉
な
ど
が
あ
る
。
一

方
、
ニ
ン
ニ
ク
農
家
の
所
得

確
保
に
向
け
た
対
応
で
は
、

圃
（
ほ
）
垣
」
と
の
カ
ル
テ
・

作
成
に
よ
る
品
質
保
証
シ
ス

テ
ム
や
、
健
康
な
土
づ
く
り

に
向
け
た
実
証
圃
の
設
置
、

労
働
力
支
援
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
る
．

さ
ら
に
、
雇
地
と
し
て
の

将
来
を
見
据
え
た
載
り
姐
み

と
し
て
「
に
ん
に
く
研
究
所
」

の
設
立
と
、
独
自
品
種
「
た

っ
こ
に
ん
に
く
ホ
ワ
イ
ト

種
」
の
育
種
、
種
首
登
録
が

あ
る
。昨

年
始
ま
っ
た
「
た
き
Ｊ

に
ん
に
く
産
地
力
強
化
戦

略
」
で
は
、
生
産
額
二
十
．
一

たっこにんにく〈下〉　∴　経

効
果
拡
大
へ
∴

認
定
を
受
け
た
「
た
っ
こ
に

ん
に
く
」
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド

を
、
加
工
品
を
含
む
地
場
産

産
・
加
工
・
流
通
・
観
光
・
高
め
る
∵
Ｊ
れ
が
戦
略
の
最
品
龍
ど
う
活
用
す
る
か
の
検

雇
用
－
を
網
羅
し
、
農
・
商
終
日
橡
で
あ
る
．
　
　
　
討
も
必
要
だ
ろ
う
4
対
応
を

工
連
携
で
地
域
の
総
合
力
を
　
そ
の
た
め
に
は
、
国
か
ら
誤
っ
て
、
せ
っ
か
く
の
地
蔵

期
待
さ
れ
る
新
た
な
商
品
嶺
円
、
販
凄
竿
五
億
円
、

に
は
、
黒
に
ん
に
く
四
種
、
地
域
へ
の
経
済
効
果
三
十
五
回

琉
拍
（
こ
は
く
）
に
ん
に
く
、
億
円
を
目
標
に
掲
げ
た
．
生

ブ
ラ
ン
下
が
失
墜
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
慎
重
に
行
動

す
る
必
要
が
あ
る
。

ニ
ン
ニ
ク
を
適
し
て
、
田

子
町
は
大
き
な
眉
信
を
得

た
．
米
国
の
主
産
地
で
あ
る

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ギ
ル
ロ

イ
市
と
の
姉
妹
都
亜
父
流
も

そ
の
成
果
の
一
つ
二
父
流
開

始
か
ら
今
年
で
二
十
周
年
を

迎
え
、
田
子
の
子
供
た
ち
の

目
を
海
外
に
向
け
さ
せ
る
き

っ
か
け
に
な
っ
た
．

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ

「
た
っ
こ
に
ん
に
く
」
．
と
い

う
董
な
財
産
。
こ
れ
を
次

代
に
引
き
継
ぐ
使
命
が
課
せ

ら
れ
て
い
る
．

（
田
子
町
経
領
課
攻
め
の
農

業
ア
ド
バ
イ
ザ
1
・
川
村

武
司
）


